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A. 理論科目：モンテッソーリ教育の
　　　　　　 土台としての理論

B. 理論科目：
　 モンテッソーリ教育の理論

C. 実践科目：
　 方法論

・粗大運動の活動　・微細運動の活動　・日常生活の練習
・言語教育　・感覚教育　 

・マリア・モンテッソーリ　その生涯と業績　・実践理論
・0 歳から3 歳の発達　・運動論　・環境論　・大人の役割
・音楽　・美術　・3歳以降のモンテッソーリ教育

・医学　・小児保健　・生命の維持

分　野 履修科目

「理論科目」では、０歳から３歳の子どもの精神・肉体両面の発達に関する知識、また、
この時期の子どもに関わる大人の役割などについて学びます。０歳から３歳のモンテッ
ソーリ教育がそれ以降どのように展開していくのかについての「３歳以降のモンテッ
ソーリ教育」の授業もあります。モンテッソーリの考え方だけでなく、現代科学で証明
されてきた事実を基にした理論（「小児保健」、「医学」等）を学び、乳幼児教育の実践
に必要な幅広い視野を養います。

理論科目

実践科目 0 歳～ 3 歳コースの「実践科目」では、以下の分野を学びます。

粗大運動の活動
運動の獲得は、子どもの成長の方向である自立への一歩です。ここでいう「運
動」とは、跳び箱や鉄棒などの体育的なものをさすのではなく、歩く、階
段の昇り降り等の全身を用いた大きな動きをさします。ずり這いから歩行
までの運動の獲得を援助します。

微細運動の活動
運動の獲得は、子どもの成長の方向である自立への一歩です。ここでは主に、
手、指を使った運動をさします。握る、落とす、たたくなどの動きを通し
て微細運動の獲得を促します。

日常生活の練習
粗大運動と微細運動が複合的に合わさった活動です。共同体の一員として
日常の活動に参加させることにより、環境への適応を促していきます。着
衣枠、観葉植物の世話などの活動が含まれます。

言語教育
ことばの獲得は、人間のＤＮＡに組み込まれている本能です。子どもは「話
しことばの敏感期」にしたがって、自分の周囲で話されている母語を獲得
します。しかし、ことばの量や質は環境に左右されます。モンテッソーリ
教育の『言語教育』では、子どものことばの発達段階に合わせてきめ細か
なステップを用意し、豊かな語彙を養います。

感覚教育
子どもには、無意識に環境をまるごと吸収する精神が存在します。吸収す
る精神によってため込んださまざまな感覚的な印象は、感覚教具に触れる
ことによって整理されていきます。「感覚の敏感期」を考慮し、発達段階や
興味に応じた感覚教具に触れることにより、感覚の洗練を促します。また、
感覚教具の操作方法は、子どもの知性の覚醒を促します。

履修年限（卒業までの最短年数） 在籍年限（在籍可能な最長年数）

1 年 3 年

カリキュラムは 1 年間ですが、最長 3 年間在籍できます。

履修年限

履修科目一覧

履修科目について

＊平成２９年度現在の履修科目です

０歳～３歳は長い一生の出発点であり、この後に続く何十年という人生の基盤
となる時期です。そのうえこの時期は無意識、つまり記憶には残りません。し
かし、この記憶に残らない時期が人生の中でもっとも吸収力の強い時期であ
り、その後何十年かけても達成できないようなさまざまな事柄を、いとも簡単
に、成し遂げていくことができる時期ともいえます。
この時期の発達の課題は、「できるようになること」です。たとえば一点を注
視できる、首が据わる、はいはいができる、歩けるようになる、しゃべること
ができる等です。この発達の課題は、あらかじめ時期と順番がプログラムされ
たもの、つまり設計図として子どもの中に内在します。これは、私たち大人が
教え込み、訓練して発達を遂げさせるのではなく、子ども自身ができるように
なる力＝「自己教育力」を環境に注ぎ込むことで、発達は成されていきます。
この肉体・精神の両面における発達が健やかに成されていくために基盤となる
のが、子どもにとっては私たち人間の社会に「適応」していくことです。「適応」
は０歳～３歳コースのキーワードといってもよいでしょう。適応を可能にする
条件として、私たち大人は「子どもを受容すること」が重要になり、その結果
子どもには「基本的信頼感」、つまり人と結びつく力が築かれるのです。
０歳～３歳コースの講義は理論と実践の２本柱で構成され、講義内容は、子ど
もや子どもの発達に関する知識を伝える理論講義が多くなります。理論講義の
背景に位置づけられるのは、モンテッソーリ教育の考えと現代科学で証明され
た事実に依拠します。
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公益財団法人　才能開発教育研究財団
日本モンテッソーリ教育綜合研究所／教師養成センター 

「モンテッソーリ教育  教師養成通信教育講座」‥‥‥ ２

モンテッソーリ教育  教師養成通信教育講座概要 ‥‥ ３

組織について ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥12

●受講開始までの流れ
●履修に関して
　・履修のしくみ　
　・単位制　スクーリング／レポート
　・受講生マイページとメール配信サービス　
　・受講通信
　・卒業　
　・資格試験　
　・休学／退学
●３歳～６歳コース／０歳～３歳コース
　・コース概要　
　・履修年限　
　・履修科目一覧　
　・履修科目について
　   （理論科目／実践科目）

　・公益財団法人　才能開発教育研究財団
　・日本モンテッソーリ教育綜合研究所

〒146-0083　東京都大田区千鳥 3-25-5 千鳥町ビル
TEL.03-5741-2270 ／ FAX 03-5482-5999
http://www.sainou.or.jp/

公益財団法人　才能開発教育研究財団
日本モンテッソーリ教育綜合研究所
教師養成センター

公益財団法人　才能開発教育研究財団

日本モンテッソーリ教育綜合研究所

日本モンテッソーリ教育綜合研究所は、㈱学研ホールディングスが基金を拠出した
公益財団法人「才能開発教育研究財団」に属する組織です。1976 年「モンテッソー
リ教育の考え方とその方法を柱にして研究を進め、その成果を広く日本の教育界に
広めていく」ことを目的として発足しました。現在も、「よりよい教育創造」をめざし、
活動を続けています。モンテッソーリ教育の普及、子どもたちの健全な育成を目的
とし、主に次のような事業を行っています。

…モンテッソーリ教育 教師養成通信教育講座
…附属『子どもの家』
…実践研修室
…モンテッソーリ関連図書翻訳・出版および斡旋図書の販売、
　海外のモンテッソーリ教育視察旅行企画、講演活動　ほか

●教 師 養 成 事 業
●実 践 教 務 事 業
●実 践 研 修 事 業
●その他の取り組み

財団法人「才能開発教育研究財団」は、2011年 4 月 1
日付で、公益財団法人「才能開発教育研究財団」へと移
行しました。当財団の活動すべてが、わが国の教育の
さらなる進歩、発展に寄与する社会貢献活動であると
の自覚と自信をもち、財団の事業の一つである「日本
モンテッソーリ教育綜合研究所」においては、 「モンテッ
ソーリ教育 教師養成通信教育講座」や 附属『子どもの家』 
等を通じて普及や実践研究等の活動を行っています。
今後も、当財団は新しい幼児教育法の開発や指導者の
育成をめざして一層努力し、全国の保育現場に広く情
報を提供することを責務と考え、さらなる拡充を図っ
ていきます。

千鳥町　財団本部ビル


